






右
上
は
、
昭
和
四
十
三
年
年
に
発
行

さ
れ
た
、「
豊
前
の
小
市
同
行

　法
の

宝
の
口
づ
さ
み
」
の
原
本
。

そ
の
他
は
、
中
畑
小
市
が
折
に
触
れ

て
歌
っ
た
詩
文
の
原
文
と
、
言
葉
を

綴
っ
た
ノ
ー
ト
や
手
帳
。

中
畑
小
市
は
、
明
治
三
年
五
月
、
福

岡
県
築
上
郡
築
城
町
に
宮
本
久
次
郎

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
父
親
を
助

け
な
が
ら
成
長
。
学
校
に
行
く
の
が

困
難
な
状
況
だ
っ
た
た
め
、
夜
間
、

片
仮
名
と
平
仮
名
を
習
っ
て
い
た
。

二
十
九
歳
の
時
に
中
畑
家
に
養
子
縁

組
し
、
以
後
農
業
兼
木
炭
焼
き
に
専

心
従
事
す
る
。
明
治
三
十
四
年
、
実

父
の
死
を
き
っ
か
け
に
真
剣
な
聞
法

を
始
め
、
法
座
が
あ
れ
ば
、
遠
い
道

の
り
を
厭
う
事
無
く
参
詣
し
た
。
晩

年
は
近
隣
の
寺
の
法
座
に
詣
り
、
九

十
三
歳
の
天
寿
を
全
う
す
る
ま
で
、

そ
の
法
悦
の
姿
は
、
多
く
の
人
々
に

慕
わ
れ
続
け
た
。

「
豊
前
の
小
市
同
行

　法
の
宝
の
口

づ
さ
み
」
の
原
本
は
、
福
岡
県
築
上

郡
椎
田
町
（
現

　築
上
郡
築
上
町
）

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

　北
豊
教
区

　

築
城
組

　長
壽
寺
に
て
、
昭
和
四
十

三
年
に
編
纂
さ
れ
た
。

再
版
と
な
る
本
編
の
編
纂
の
た
め
、

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

　北
豊
教
区

　

築
城
組

　金
剛
寺
門
徒
の
大
森
達
生

が
、
原
文
の
現
代
語
へ
の
読
み
替
え
、

校
正
、
編
集
に
あ
た
っ
て
い
る
。
図

は
原
文
を
現
代
語
に
訳
し
た
も
の
。




